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古紙配合率１００％再生紙を使用しています



あいさつ
私が流域協議会の立ち上げ準備に関わってから､早いもので１０年になろうとしてい

ます｡市民､事業者､行政という立場も考え方も、主義主張が異なる多くの方々が、時間
と労力と情熱を費やして築いたこれまでの成果は胸を張っていいと思います｡しかし、
課題はまだまだ多いし、問題解決にはいくつもの盲点が隠されているような気がしてな
りません。たとえば､相模湖・津久井湖の水質悪化については、エアレーションなど行
政側の懸命な努力で、アオコの発生こそ抑えられていますが、富栄養化そのものは進む
一方です｡完全下水道化が達成された奥多摩湖でも富栄養化が止まらない事実は、どこ
かに大きな見落しがあることを示しています｡スギ花粉にしても､スギを悪者にするだけ
でいいのでしょうか｡花粉症の本質は私たち人間そのものにあるのでは…と私は疑って
います。その証拠に、同じ環境に住むネコもウシもブタも、霊長類のチンパンジーでさ
えも誰ひとり、花粉症にかからないのです。
流域に生きる草や木、動物たちのすべての幸せを考えながら、私たちの生き方を根本

から問い直すことが、花粉症の追放にも流域の問題解決にもつながるはずだ････。これ
が私の憶測であり、信念でもあります。希望だけは持ち続けましょう。

市民部会 天内 康夫

あいさつ
当社は、環境の総合コンサルタントとして、業務を通して川と深く関わりを持つ事業

者であります。
とりわけ、河川の水質や生物の調査研究には長く取り組んでまいりました。
また、当社は環境保全に関するさまざまな取り組みに参加しており、桂川・相模川の

流域シンポジウムでは、パネル展示等で活動を支援しています。
昔から人と川の関係には密接なものがあり、流域に暮らす人々は、その生活において

川から多くの影響を受けています。川の環境を保全することは、つまり人の生活を守る
ことにほかなりません。
そのためにも桂川・相模川の流域に暮す人々が立場の違いをのり越え、流域を取り巻

くさまざまな環境問題に取り組むことは大変意義があることであります。
流域の環境保全問題について、市民、行政、事業者の三者がお互いの立場を尊重しつ

つ、今後も、流域の環境保全に貢献するこの協議会活動が持続されることを願っており
ます。

事業者部会 幹事 国土環境株式会社 環境化学グループ 市村 保

あいさつ
平塚市は、湘南の海、緑豊かな丘陵地域や農地そして金目川や相模川など、豊かな自

然環境に恵まれています。とりわけ相模川は、古くは豊かな水量を活かして物資輸送の
動脈として利用されてきたほか、田畑の豊かな恵みをもたらす川としても大切にされて

。 「 」 。きました また源頼朝の故事に由来して 馬入川 と呼ばれ人々に親しまれてきました
現在でも、ポピーやコスモスなどの花畑や水辺の楽校、野球場などが整備され、多くの
市民のふれあいの場、憩いの場となっています。
この豊かな自然環境を次の世代に引き継いでいくことが私達の責務と考えています

が、そのためには、上流から海を含めた下流域までの流域の市民の方や事業者の方、そ
して行政が、それぞれの役割を担いながら、お互いに連携して、広域で環境保全と創造
を図っていくことが重要と思っています。
幹事となり、桂川・相模川流域協議会に関わる中で、川の恵みに思いを馳せながら、

あらためて当協議会の規約を読み返し、桂川・相模川の流域の環境を保全して持続可能
な環境保全型社会を目指した活動の輪を広めていく大切さを再認識いたしました。多く
の課題がありますが、継続的に、また着実に活動を進めていくことが重要と考えていま
す。

行政部会 幹事 平塚市環境政策課 志村 吉一
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（１）会議等の開催

桂川・相模川流域協議会の組織１

幹事会
市民、事業者、行政の３者間の協議を行うため、幹事会が設けられています。幹事会に

参加する幹事は、３つの主体別部会及び地域協議会から選出され、それぞれの主体別部会
や地域協議会の中で話し合われた内容を協議し、合意の形成を図ります。

専門部会
幹事会には、流域の環境保全に関して専門的な検討を行うため、必要に応じて専門部会

。 、 、を設置することができます 専門部会には 扱う専門的な課題に関係のある主体が参加し
必要に応じて専門家の出席・協力を求めることができます。専門部会での検討結果は、幹
事会に報告されます。

監事
会計、事業に関して監査を行うために、各主体から監事を選出します。

主体別部会
桂川・相模川流域には、市民部会、事業者部会、行政部会の３つの主体別部会が設けら

れています。流域協議会の会員は、それぞれ該当する部会に参加することになります。

地域協議会
流域環境の保全を効果的に行うため、市町村や支川単位、またはいくつかの市町村にま

たがって設置します。地域協議会の運営については、各地域協議会が定めることになって
おり、地域の実情にあわせた独自性のある運営が可能です。

総　　　　　会

幹　事　会主体別部会 地域協議会

幹　事　会 相 模 川 湘 南
地 域 協 議 会

桂 川  ・ 東 部
地 域 協 議 会

相模川よこはま
地 域 協 議 会

市民部会

事業者部会

行政部会

事　務　局

桂　川　・　相　模　川　流　域　協　議　会　組　織　図

専
門
部
会
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今年度の会議の開催状況２

「アジェンダ２１桂川・相模川」の推進、実行のための行動指針・行動計画の検討等を
中心に、総会、幹事会、主体別部会（市民部会、事業者部会、行政部会 、専門部会、地）
域協議会等を開催しました。
会議の開催状況（月別回数）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計
総会 １ １
幹事会 ３ １ １ １ １ １ ８
専門部会 １ １ １ １ ４
市民部会 １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １ １１
事業者部会 １ １ １ ３
行政部会 １ １ １ ３

総会

２００４年５月２２日（土） （ソレイユさがみ・４０名）
１ 議題
●２００３年度事業報告（案）及び収支決算（案）について
●２００３年度事業監査報告
●２００４年度事業計画（案）及び予算（案）について
●役員の選出の承認について

２ 講演
「神奈川県内河川に分布する外来種について」

神奈川県環境科学センター専門研究員 石綿進一氏

幹事会

２００４年５月１１日（火） （子安市民センター・１９名）
●２００３年度事業報告（案）及び収支決算（案）の検討について
●２００４年度事業計画（案）及び予算（案）の検討について
●役員改選について

２００４年５月２２日（土） （ソレイユさがみ・１９名）
●２００３年度事業報告（案）及び収支決算（案）の検討について
●２００４年度事業計画（案）及び予算（案）の検討について

２００４年５月２２日（土） （ソレイユさがみ・１９名）
●２００４年度の定期総会に付議すべき事項について

２００４年６月２５日（金） （子安市民センター・２０名）
●２００４年度幹事会の執行体制について
●２００４年度年間スケジュールについて
●相模川よこはま地域協議会の設立について

２００４年１１月２日（火） （八王子労政センター・１９名）
●２００４年度流域シンポジウムについて
●２００４年度事業の進捗状況について
●流域データベース事業について

２００４年１２月２４日（金） （クリエイトホール・２１名）



－９－

●相模原地域協議会（仮称）の２００５年度立ち上げについて
●市民部会と事業者部会の連携について
●相模川河川整備基本方針・整備計画策定の現状について

２００５年２月１０日（木） （クリエイトホール・１６名）
●２００５年度事業計画（案）について
●助成基金の申請について
●河川整備基本方針、整備計画の要望書について

２００５年３月２４日（木） （クリエイトホール・１５名）
●２００４年度桂川・相模川流域協議会決算見込みについて
●２００５年度桂川・相模川流域協議会事業予算（案）について

アジェンダ専門部会

２００４年１０月２日（土） （相模湖交流センター・２１名）
●神奈川県環境基本計画改定に伴う意見聴取について

２００５年１月８日（土） （サンエールさがみはら・１５名）
●神奈川県環境基本計画改定に伴う意見聴取等について

２００５年２月１０日（木） （クリエイトホール・２２名）
●桂川における河川横断工作物について
●山梨県水政策基本方針について

森づくり専門部会

２００５年３月２４日（木） （クリエイトホール・２８名）
●神奈川県県産材の認証制度について
●今後の事業の取り組み方針について

市民部会

２００４年４月３日（土） （サンエールさがみはら・１８名）
●前回市民部会以降の会議等の報告
●２００３年度事業報告・決算案協議について
●２００４年度事業計画について
●役員改選について

２００４年５月８日（土） （相模湖交流センター・２０名）
●相模湖・津久井湖の水質の改善について
●２００４年度事業計画（案）について
●２００３年度事業報告（案）について
●２００４年度事業予算（案）について
●役員改選について

２００４年６月５日（土） （サンエールさがみはら・１５名）
●前回市民部会以降の会議等の報告
●幹事等の役割分担について

２００４年７月３日（土） （相模湖交流センター・１７名）
●各事業の担当幹事について
●２００４年度の年間スケジュールについて
●メーリングリスト再構築の提案について

２００４年９月４日（土） （サンエールさがみはら・１７名）
●前回市民部会以降の会議等の報告
●今後のスケジュールについて
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●アジェンダ専門部会について
●その他議題 情報等について

２００４年１０月２日（土） （相模湖交流センター・１５名）
●前回市民部会以降の会議等の報告
●上下流交流事業（下流側）について
●流域シンポジウム２００４について
●今後の事業実施予定について
●その他、情報など（今後行われるもの）

２００４年１１月７日（土） （サンエールさがみはら・１４名）
●前回市民部会以降の会議等の報告
●第５回幹事会（１１／２）の結果について
●２００４年度流域シンポジウムについて
●今後の事業実施予定について
●その他、情報など（今後行われるもの）

２００４年１２月１１日（土） （相模湖交流センター・１４名）
●前回市民部会以降の会議・行動結果等について
●２００５年度の事業計画について
●森づくり専門部会について
●第6回幹事会に向けて
●アジェンダ専門部会について
●会報誌の発行、年報の作成について

２００５年１月８日（土） （サンエールさがみはら・１９名）
●出前懇談会 かながわにおける水源環境保全・再生の将来展望と施策の基本方向
●前回市民部会以降の会議等の報告
●２００４年度事業の実施予定について
●２００５年度事業計画について

２００５年２月６日（日） （相模湖交流センター・１０名）
●森づくり専門部会について
●２００４年度「年報」作成について
●相模川河川整備基本方針・河川整備計画づくりについて
●２００４年度事業予定、２００５年度事業計画について など

２００５年３月５日（土） （サンエールさがみはら・１５名）
●前回市民部会以降の会議等の報告
●２００４年度事業の予定について
●２００５年度事業計画及び予算見積について
●流域マップ作成プロジェクトについて
●環境省のアンケート調査など

行政部会

２００４年４月２２日（木） （クリエイトホール・１６名）
●２００３年度事業報告（案）について
●２００４年度事業計画（案）及び予算（案）について

２００５年１月１４日（金） （クリエイトホール・２７名）
●２００４年度事業の進捗状況について
●２００５年度に向けた事業の取り組みについて

２００５年３月２３日（水） （クリエイトホール・１５名）
●２００４年度事業の決算見込みについて
●２００５年度に向けた事業の取り組みについて
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事業者部会

２００４年４月２２日（木） （クリエイトホール・１６名）
●２００３年度事業報告（案）について
●２００４年度事業計画（案）及び予算（案）について

２００５年１月２７日（火） （クリエイトホール・１６名）
●２００４年度事業の進捗状況について
●２００５年度に向けた事業の取り組みについて

２００５年３月２３日（水） （クリエイトホール・１１名）
●２００４年度事業の決算見込みについて
●２００５年度に向けた事業の取り組みについて
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計合併処理浄化槽農業集落排水施設下水道入口平成１５年度末
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３７．８
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１１，２５１

％
８．３

人
２，４５８

％
－
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－

％
２９．５
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２９，７６９津 久 井 町

５９．９５，８２８１０．７１，０３８－－４９．３４，７９０９，７２４相 模 湖 町

４８．５５，１１２１６．０１，６８６３．０３２６２９．４３，１００１０，５３０藤　 野　 町

４４．４２２，１９１１０．４５，１８２０．７３２６３３．４１６，６８３５０，０２３津久井３町計

９５．３８，１９２，１９１１．７１４８，７４６０．０３２６９３．５８，０４３，１１９８，６００，１０９県　 全　 体

計合併処理浄化槽農業集落排水施設下水道入口平成１５年度末

％
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％
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％
０．０

人
０

％
２９．７

人
５７，４１２

人
１９３，６２２

桂川流域１０市町村
（山梨県）

○相模湖・津久井湖流域市町村（神奈川県内）生活排水処理施設の整備状況

○相模湖・津久井湖流域市町村（山梨県内）の生活排水処理施設の整備状況
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３ フォーラム

〇Ｈ 〇ひらつか市民活動ｾﾝﾀｰ〇 名17.2.19 29

〇講師：山田純氏(国民森林会議事務局長)

講演の要旨：川や森の問題を考えるきっかけ

となったのは自然の乏しい都会の中で時代の

問題を議論していることの空しさ、手応えの

なさみたいなものを感じていたことである。

日本人は身の周りに緑があり川があることを

ごく普通のことと感じているが、このことは

世界的にはむしろ希なことである。日本の川

は急流で､酒匂川などでは山頂に降った雨が４

。 、時間後には海に出てしまう それを山に留め

田畑に貯えて少しずつ流していく役割を

森林や水田が果たしている。東大寺も大雄山

も建て替え用の木材確保のために植林を続け

てきたが資源劣化は全国的に進んでいる。富

士山の溶岩樹形の調査によると、昔は今より

もはるかに大きくて高い木々が日本列島を覆

っていたことが分かる。川・森・海のつなが

りは鮭が川をさかのぼりそれを熊が食べてそ

の糞が森を豊かに育てていることからも理解

できる。日本では古くから魚付林と言う言葉

があるとおり、海と森の関係を十分意識し､禁

。伐林を設けるなど森林の維持を心がけてきた

、その根底には総有という制度が定着していて

その上に入会いの制度が成り立ち森林を維持

してきた。今の森林の崩壊を止め回復するた

めには、市民の積極的な関わりによる里山の

活用が求められている。

主催者としての感想： 山、川、海の有機「

的なつながりを理解することが出来た 「山、」

川はヨーロッパでは私有、日本では公有、山

を育てるよりゴミを受け入れた方が経済的に

得、などのお話ははじめて知った」等の感想

が参加者からのアンケート回答に見られ、

参加者の期待には十分応えられたと思う。

(井上記)

４ 平成１６年度 運営委員会等の開催状況

( ) 茅ヶ崎市分庁舎1 16.4.19

( ) 柳島記念館2 16.5.30

( ) 柳島記念館3 16.7.14

( ) 茅ヶ崎市本庁舎4 16.9.8

( ) 茅ヶ崎市本庁舎5 16.9.24

( ) 茅ヶ崎市民ギャラリー6 16.10.8

( ) ひらつか市民活動センター7 16.11.11

( ) ひらつか市民活動センター8 16.12.8

( ) ひらつか市民活動センター9 17.1.13

( ) ひらつか市民活動センター10 17.2.12

( ) 平塚市中央公民館11 17.3.10

５ 平成１６年度 総会開催状況

〇 〇平塚ＭＮビル 〇２０名16.5.1

６ ２００４年度の活動を振り返って

クリーンキャンペーンへの参加からフォー

ラムの主催まで多彩な活動が展開できたと思

う、会の内外から多くの参加者が得られるよ

う今後の運営を工夫していきたい。

(井上記)
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オ 外部団体等との交流・連携

○ＦＭヨコハマ「かながわ・モーニング・ウィンズ」
2005年1月31日(月)～2月3日（木 、同番組の水源環境保全・再生特集で、川又正人）

氏が「神奈川の森林の今昔 、有川百合子氏が「水を育む丹沢大山の危機 、当協議会」 」
の牧島氏が「桂川・相模川ウォッチング 、そして最後に松沢成文神奈川県知事が「み」
んなの力できれいな水を！」と題して、電話での日替わりインタビューの様子が生放
送された(5分間づつ)。2月2日放送分の牧島氏のインタビューの概要は次のとおり。
桂川・相模川は、全長が 113kmで、雄大な富士山麓の地下水を源流として､山中湖を

含む山梨県の上流域、山梨県から神奈川県にかけての切り立った崖のある中流域、神
奈川県では穏やかな流れの下流域を経て、最後には相模湾に流れ込む川で、流域は変
化に富んでいるといったことやそこで実施されているクリーンキャンペーン等の活動
の様子を紹介した。

○相模川川づくりのための土砂環境整備検討会（国土交通省京浜河川事務所）
氏家雅仁氏（市民部会）が標記委員会委員として出席。
この検討会は、平成15年12月から2～3年程度を予定して設置され、相模川の健全な

土砂環境を目指した取り組みの実施方針の提案及びその対策効果の検証を行うととも
、 、 、に 今後の土砂環境改善に向けた具体的な方策について 市民､学識経験者､関係機関

行政の方々が一堂に会して議論を深めることとしている。

○韓国の梨花女子大學校教授が神奈川県庁を訪問（神奈川県）
平成16年10月21日（木 、韓国の梨花女子大學校工科大學環境學科の朴教授ら2名が）

神奈川県庁を訪問。当協議会の設立経過や組織の構成、事業内容及び最近の現状と問
題点等について調査等をおこなった。
（来日の目的等）
・ 韓国の流域管理省の委託により、日本の流域管理（特に水管理）の研究の事前
調査を目的に来日。神奈川県大気水質課のほかに、滋賀県琵琶湖環境部、大阪の
琵琶湖淀川水質保全機構、守山市にある「豊壌の里協議会」の住民団体、滋賀県
立大学等の訪問と、少しハードな日程をこなしていったようである。

・ この研究結果は、今後の韓国の流域管理政策の中心となる予定で 「流域管理マ、
ニュアル（仮称 」として、広く行政府、自治体、研究者、住民へ配布され、今後）
の韓国での流域管理の推進に役立たせることが期待されるとのことであった。

○北海道庁職員が山梨、神奈川両県事務局を訪問（山梨県、神奈川県）
平成17年1月18日（火 、北海道自治政策研修センター職員が両県庁を訪問。当協議）

会における取り組みについて調査等をおこなった。
（訪問目的等）
・ 中長期的な道政課題に産学公のチームで取り組む「アカデミー政策研究事業」
があり、平成16年度テーマ「北海道における豊かな水環境の創出に向けて （仮」
題）に取り組んでいる。

・その検討の中で、北海道らしい環境保全、農林水産業振興などについて、森林、
海等を含む河川流域単位で総合的に考察し、具体的方策や推進体制を研究するに
あたり参考としていきたいとのことであった。
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